
①「生きる」「学ぶ」「働く」「食べる」など、人の基本的な営みを大事にします。
②「自立と共生」すべての人の夢を大切に、それぞれの人が夢を抱き、その夢を、
　情熱をもって実現できる社会をつくります。 
③自然、文化、技術など「地域と日本の力」を大切に伸ばし、活かします。

「信無くば、立たず」
清潔で、公正で、透明な活動を行います。
国や地域、故郷や家族を想う心を大切に抱き、育みます。
同時に、独善的で、排他的な思想は持たず、多様な価値観を認め、
博愛と友愛の精神を大切にします。

「継続は力なり」
日々の活動をコツコツと積み重ね、より多
く の 人 々 の 共 感 と 信 頼 を 得 る た め
に努力を続けます。
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民主党滋賀県第三区総支部　基本理念

＠
地
始
め
て
凍
る…

　

立
冬
が
す
ぎ
ま
し
た
。

　

四
日
に
は
、
例
年
よ
り
六
日
遅
く
、
木
枯

ら
し
一
号
も
吹
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　　

十
月
十
五
日
か
ら
開
会
さ
れ
て
い
る
「
第

一
八
五
回
臨
時
国
会
」
も
五
十
三
日
間
の
会

期
の
折
り
返
し
に
差
し
掛
か
り
ま
し
た
。

　

与
党
多
数
、
野
党
乱
立
の
中
で
、
様
々
な

思
い
や
考
え
を
述
べ
論
じ
合
い
、
違
い
を
擦

り
合
わ
せ
て
一
つ
の
成
案
結
論
を
導
き
、
法

律
や
制
度
に
す
る
。
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
多
数
派
の
主
張
だ
け
で
な
く
、

独
善
排
他
の
思
想
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
積
み
重
ね
て

参
り
ま
す
。

＠
議
員
立
法
に
も
全
力
投
球
！

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
初
当
選
以
来
取
り

組
ん
で
き
た
、「
移
動
す
る
権
利
」
を
保
障

す
る
た
め
の
【
交
通
基
本
法
】
が
国
会
に
提

出
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
先
日
提
出
さ
れ
ま
し
た
【
タ
ク

シ
ー
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
」「
安
心
利
用
」
の

た
め
の
法
律
改
正
案
】
に
つ
い
て
は
、
提
出

者
と
し
て
答
弁
も
行
い
ま
し
た
。

　

野
党
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
「
キ
ラ
リ
」

と
光
る
議
員
に
な
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
！

＠
経
験
を
教
訓
に
、
制
度
の
改
善
に
挑
む
！

　

十
一
月
一
日
に
は
衆
議
院
「
災
害
対
策
特

別
委
員
会
」
で
質
問
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

九
月
、
栗
東
市
の
山
腹
崩
落
な
ど
、
わ
が

滋
賀
県
も
被
災
し
た
「
台
風
一
八
号
」
災
害

か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
事
業
の

差
応
期
実
施
を
要
請
し
な
が
ら
、★
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
の
見
直
し
、
★
普
通
に

な
っ
て
い
る
信
楽
高
原
鉄
道
へ
の
新
た
な
支

援
策
の
検
討
に
つ
い
て
、★
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
策
定
促
進
に
つ
い
て…

等
、
防
災
担

当
大
臣
ら
と
議
論
し
ま
し
た
。

　

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
」
お
よ
び
「
首

都
直
下
地
震
対
策
」
の
た
め
の
特
別
措
置
法

の
制
定
、
国
土
の
強
靭
化
よ
り
、
私
た
ち
国

民
の
生
活
基
盤
強
化
す
る
た
め
の
法
律
の
制

定
の
た
め
に
、
現
在
、
検
討
と
協
議
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
・
火
山
に
豪
雨
・
竜
巻
・
土

砂
崩
れ
な
ど
、
自
然
災
害
列
島
の
我
が
国
に

お
い
て
、
経
験
を
教
訓
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
へ
の
依
存
・
偏
重
に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
人

命
損
失
や
経
済
停
滞
を
防
ぐ
制
度
や
組
織
づ

く
り
の
た
め
に
尽
力
・
奮
闘
中
で
す
。

＠
国
民
の
知
る
権
利
を
守
る
！

　

民
主
党
提
出
「
情
報
公
開
法
改
正
案
」
と

政
府
提
出
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」
が
七
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
審
議
入
り
し
ま
し
た
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
案
は
、
安
全
保
障
に
関

三
日
月
大
造
総
支
部
長
か
ら
の
活
動
報
告
、
理
念
・
政
策
に
つ

い
て
の
熱
い
訴
え
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
！
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す
る
情
報
の
う
ち
、
特
に
秘
匿
す
る
こ
と
が

必
要
な
も
の
の
保
護
に
つ
い
て
、
特
定
秘
密

の
指
定
、
取
扱
い
者
の
制
限
、、
特
定
秘
密

を
漏
え
い
し
た
者
や
不
正
に
秘
密
を
取
得
し

た
者
へ
の
懲
役
十
年
以
下
の
罰
則
な
ど
を
定

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
の
「
情
報
公
開
法
改
正
法

案
」
で
は
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
の
保
障

の
観
点
か
ら
、
国
の
安
全
等
に
関
す
る
情
報

な
ど
「
十
分
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
限
り

「
不
開
示
」
と
し
、
開
示
さ
れ
る
範
囲
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
不
開
示
」
を
不
服
と
し
て
「
情
報

公
開
訴
訟
」
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
裁

判
所
が
イ
ン
カ
メ
ラ
審
査
に
よ
り
情
報
そ
の

も
の
を
見
て
開
示
・
不
開
示
を
判
断
す
る
制

度
」
も
設
け
て
い
い
ま
す
。

　

特
定
秘
密
の
範
囲
を
実
質
的
に
縮
小
し
よ

う
、
そ
の
指
定
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
判
断

さ
れ
る
制
度
も
整
備
し
よ
う
、
と
す
る
わ
が

党
案
に
対
し
て
、
政
府
案
は
範
囲
や
基
準
も

あ
い
ま
い
で
、
行
政
府
の
長
が
恣
意
的
に
指

定
で
き
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
や
「
報
道

の
自
由
」
が
脅
か
さ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
の
知
る
権
利
を
守
る
た
め
に
、
情
報

公
開
法
改
正
案
の
成
立
を
目
指
し
て
全
力
で

頑
張
り
ま
す
！


